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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満

ち
た
す
が
す
が
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
中
は
、
市
政
各
般
に
わ

た
り
格
別
の
ご
理
解・ご
協
力
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
市
長
選
で
３
期
目
の
重
責
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
新
年
を
迎
え
心

新
た
に
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
負
託
に

お
応
え
す
る
た
め
、
公
約
し
た
こ
と
を

着
実
に
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
主
な
も
の
で
は
、子
育
て
支
援・福
祉・

住
環
境
・
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
、
夢

の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
近
年
は
、
自
然
災
害
で
甚
大

な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

本
市
も
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
自
助
、
共
助
、
公
助
が
一
体
と
な

っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し

ま
す
。
自
主
防
災
組
織
の
設
立
の
支
援

や
、
災
害
時
の
情
報
伝
達
の
手
段
の
拡

充
、
全
小
中
学
校
の
耐
震
化
、
取
水
排

水
路
の
整
備
を
行
う
な
ど
、
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
両
面
か
ら
整
備
を
行
い
、
減
災

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
を
支
え
る
現
役
世
代
が

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
企

業
誘
致
な
ど
を
進
め
な
が
ら
、
働
く
環

境
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
学
習

意
欲
を
向
上
さ
せ
、
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
な
ど
の
才
能
や
個
性
を

伸
ば
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に

活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成

な
ど
、
環
境
の
整
備
を

引
き
続
き
進
め
ま
す
。

　
学
校
の
整
備
に
関
し

て
は
、
平
成
26
年
９
月
か
ら

中
学
校
の
完
全
給
食
を
実
施
し
、
27
年
度

に
は
全
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
発
達
障
が
い
者
、
認
知
症

高
齢
者
な
ど
、
真
に
支
援
の
必
要
な
人

の
た
め
の
援
助
の
充
実
を
図
り
、
地
域

の
み
な
さ
ま
と
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
め
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
、
本
市
土
手
ノ
内
の
、

八
幡
製
鐵
所
遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室

が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
推
薦
候
補

に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
登

録
に
向
け
、
世
界
に
誇
れ
る
自
慢
の
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

以
上
、
市
民
の
み
な
さ
ま
に
「
中
間

市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
、住
ん
で
み
た
い
」

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
み
な
さ
ま
が
、
笑

顔
と
希
望
に
あ
ふ
れ
、
健
康
で
幸
せ
な

一
年
を
過
ご
せ
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平成 26 年初春

　昨年中は、市政推進にあたり、多大

なるご協力をいただきましたことに、

心から感謝申し上げます。

　本年もよろしくお願い申し上げます。

松下俊男平成 26 年１月１日
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写真で見る中間市の事業

乳幼児・児童医療費の助成対象年齢を、引き続き

通院は小学３年生まで、入院は中学３年生まで

園路のバリアフリー化と遊具などの大規模修繕を

行い、安心して利用できる憩いの場を提供

バイパス道路工事を実施し社会基盤を整備し、

西部地区の将来的な住宅団地形成を推進
老朽化した高規格救急自動車を最新機種に更新し、

救命率の向上を図り、市民の安全安心な暮らしを確保

新たな地域コミュニティの枠組みとして、各小学

校区への「校区まちづくり協議会の設立」を推進

遠賀川水源地ポンプ室の世界遺産登録に向け

た活動を積極的に推進

平成 25 年の中間市の主な事業

遠賀川水源地ポンプ室が
世界文化遺産推薦候補に

乳幼児・児童医療費を
公費で負担

垣生公園などの大規模改修 校区まちづくり協議会の
拠点を整備

高規格救急自動車を
最新機種に更新

御座ノ瀬・中ノ谷線
バイパス道路工事

写真は、更新前の車両です
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A B C D E遠賀川

ユネスコ世界文化遺産候補に推薦されたのは？

ポンプ室

広報なかま１月 10 日号 4

1

7

8

10 11

12

13 14 15

19

20 21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

16 17

18

2 3

54

9

A

D C

E

表すと、それに見合った素敵な人と出会えると思う。 

B

6

好評につき、今年もクロスワードパズルの出題です。今年の問題もやさしめになっています。

お正月明けの頭の体操として気軽に参加してくださいね。抽選ですてきな賞品をプレゼントします。

遊びかた

クロスワードパズルで

すてきな賞品を５人にプレゼント

　左ページの質問に答え
て、パズルの白いマスを埋
めていきます。 
 それぞれの白いマスには、カ
タカナが 1 字ずつ入ります。
※小さい文字（ャ、ュ、ョ、
ッ など）は１文字と数えます。 
　マスの中に記されている
Ａ～Ｅを、下の枠に順番に
並べてください。

質問

プレゼント応募方法
　はがきに、住所、氏名、年齢、電話番号、クロスワードの質
問の　　　、広報なかまに対するご意見ご感想を記入し、応募
してください。たくさんのご応募をお待ちしています。
● 締　　切　１月 27 日月・当日消印有効
● 賞　　品　中間銘菓などの詰め合わせ…５名様
● 応募・問合先　総務課広報広聴係
　（〒 809 ‐ 8501 中間市中間一丁目１ ‐ １）
　☎（２４６）６２７１

答え

答え
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　「馬には乗ってみろ、人には添うてみ
ろ」「生馬の目を抜く」など、馬に関する
慣用句やことわざは数知れません。馬が
いかに人と深くかかわってきたかが、う
かがわれます。
　馬が最初に家畜化されたのは今から
５千年ほど前の中央アジアでのこと。以
来、人や荷を運んだり、ものを引っ張っ
たり、農耕を助けたりと、さまざまな場面
で大きな役割を果たしてきました。
　縄文・弥生時代には、馬がすでに家畜
のように利用されていたようです。古墳
時代の遺跡からは、馬の形をした埴輪も
出土しています。

　馬と聞くと、真っ先に競馬を連想する
人も多いでしょう。馬同士を走り競わせ
る行事は走馬、競馬などといって奈良時
代から行われていました。現代では、競
馬といえばサラブレッド。広い胸幅、よ
く発達した後躯

く

。たてがみをなびかせて
走る姿は、「走る芸術品」といわれるだけ
あってほれぼれとする美しさです。

　その昔、神に祈願して叶えられたとき、
神馬とするように馬を献納しました。し
かし、貧しい人々は馬を納めることがで
きないので、代わりに馬の絵を描いたり、
馬の形の木片を献じたりしました。それ
が絵馬の始まりだといわれています。
　午年の今年もまた、神社にはたくさん
の絵馬が献納されることでしょう。
　あなたは、どんなことを願いますか？

午年にまつわるいろいろ

人と馬との長いつきあい

サラブレッドは走る芸術

絵馬の起源

5 Nakama City Public Relations

ヨ
コ
の
カ
ギ

タ
テ
の
カ
ギ

①
春
夏
○
冬
。
読
書
の
○

②
フ
レ
ー
、
フ
レ
ー
。
が
ん
ば
っ
て

③
今
日
、
○
○
、
あ
さ
っ
て

④
お
か
あ
さ
ん

⑤
心
や
体
が
健
や
か
な
こ
と

⑥
３
月
3
日
の
女
の
子
の
お
祭
り

⑦
２
０
１
２
年
に
誕
生
し
た
中
間

市
の
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー

⑧
江
戸
時
代
の
浮
世
絵
画
家
。
と

く
に
富
士
山
の
絵
が
有
名
。
○

○
○
○
北
斎

⑨
危
な
い
状
態
。
ピ
ン
チ

⑩
「
日
本
」
の
古
い
呼
び
名

⑪
今
年
の
九
州
場
所
の
た
め
に
中

間
市
に
部
屋
を
構
え
た
親
方

⑫
飲
む
こ
と
が
で
き
る

⑬
よ
り
を
か
け
て
縄
な
ど
を
つ
く

る
。
ま
た
は
、
ネ
ッ
ト
上
で
使

わ
れ
る
、「
今
」
の
意
味

⑭
○
○
○
の
き
れ
い
に
そ
ろ
っ

た
、
手
編
み
の
マ
フ
ラ
ー

⑮
「
ご
み
」
の
ほ
か
の
言
い
方

⑯
自
分
を
思
っ
て
い
な
い
人
を
好

き
な
こ
と

⑰
男
と
女
の
恋
の
物
語
を
カ
タ
カ

ナ
で
言
う
と

⑱
す
ず
め
よ
り
大
き
く
、
カ
ラ
ス

よ
り
小
さ
い
、
駅
や
公
園
で
よ

く
見
か
け
る
鳥

⑲
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
一
番
に
な
っ

た
人
が
も
ら
え
る
メ
ダ
ル
の
色

⑳
飛
行
機
か
ら
飛
び
降
り
る
と
き

に
、
安
全
に
地
上
に
降
り
ら
れ
る

よ
う
体
に
つ
け
る
も
の
。
落
下
傘

㉑
眠
た
い
と
き
に
口
を
大
き
く
開

け
る
こ
と

①
朝
の
太
陽
の
光
の
こ
と

②
中
間
市
民
図
書
館
で
毎
月
行
わ

れ
て
い
る
催
し
も
の
。
○
○
○

○
会（
ヒ
ン
ト
…
16
ペ
ー
ジ
）

㉗
日
本
の
流
行
歌
の
ひ
と
つ
で
、

こ
ぶ
し
が
特
徴

③
ま
ん
じ
ゅ
う
の
中
に
よ
く
入
っ
て

い
る
、
あ
ず
き
で
で
き
た
も
の

㉒
た
で
く
う
虫
も
○
○
○
○

⑤
バ
イ
オ
リ
ン
は
○
○
楽
器
だ

㉝
昨
年
11
月
16
日
に
行
わ
れ
た

や
す
ら
ぎ
イ
ル
ミ
in
な
か
ま

２
０
１
３
エ
タ
ン
セ
ル
」
で
初

披
露
さ
れ
た
歌
の
曲
名

㉙
握
り
持
つ
こ
と
。
栄
光
を
○
○
○

㉕
毒
蛇
の
一
種
。
漢
方
薬
と
し
て

滋
養
強
壮
に
も
使
わ
れ
る

㉛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

親
の
○
○
○

⑨
は
し
。
さ
か
い
め

㉘
生
の
魚
な
ど
を
薄
く
切
り
、
し

ょ
う
ゆ
や
わ
さ
び
を
つ
け
て
食

べ
る
も
の

㉔
ひ
き
が
え
る

㉓
「
警
察
」
を
英
語
で
言
う
と

⑬
中
間
市
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

⑭
か
わ
い
が
る
こ
と
。
大
切
な
こ

と
。
好
き
な
こ
と

㉖
ウ
リ
の
仲
間
の
く
だ
も
の
。
網

目
模
様
が
入
っ
て
い
る
も
の
も

あ
る

⑮
黙
っ
て
い
る
こ
と

㉜
食
事
を
す
る
と
き
に
使
う
、
２

本
の
細
い
棒
を
丁
寧
に
言
う
と

㉚
温
泉
の
源
泉
の
こ
と

⑲
帰
り
道

馬の写真
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校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
は

　

校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
地
域

で
活
動
す
る
自
治
会
や
各
種
団
体
、
有

志
の
住
民
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
や
個
人
が
平
等
で
自
由
な
立
場

で
参
加
で
き
る
開
か
れ
た
組
織
で
す
。

　

自
分
た
ち
の
周
り
で
ど
の
よ
う
な
課

題
が
あ
る
か
を
市
民
の
視
点
で
検
討

し
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
課
題
解
決

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。
具
体
的
に
、

こ
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
は
、

○
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、
直
接
ま
ち

づ
く
り
に
参
画
で
き
る
場
所

○
地
域
と
行
政
で
行
う
ま
ち
づ
く
り
を

市
の
総
合
政
策
と
結
び
つ
け
る
窓
口

○
防
災
、
防
犯
、
交
通
安
全
な
ど
安
全
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
効
的
な
組
織

○
人
口
減
少
、
高
齢
化
、
核
家
族
化
な

ど
に
対
応
で
き
る
新
た
な
枠
組
み

な
ど
の
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
今
回

発
足
し
た
中
間
西
校
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
よ
う
に
、
小
学
校
区
単
位
を
基

本
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
小
学
校

区
の
中
で
活
動
さ
れ
て
い
る
地
域
団
体

（
自
治
会
や
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）が
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
め
る
土
壌
が
あ
る
こ

と
や
、
子
ど
も
た
ち
が
通
学
や
行
動
す

る
日
常
生
活
圏
で
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　

近
年
で
は
、
多
く
の
自
治
体
で
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
特
性
に
見
合
っ
た
ま
ち
づ

く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
治
会
と
の
違
い

　

自
治
会
は
、
住
民
同
士
の
親
睦
や
相

互
扶
助
活
動
、
防
犯
・
防
災
な
ど
の
安
全

新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
発
足

　

平
成
25
年
10
月
12
日
、
中
間
西
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

足
か
け
１
年
。「
ふ
れ
あ
い
が
つ
な
ぐ
人
の
和 

地
域
の
輪
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
第
一
歩
が
、　

い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
の
で
す
。

　10 月 12 日、中間西校区まちづくり協
議会事務局前で、まち協発足式が開かれ
ました。当日は、同じ中間西小学校で「西
小まつり」が開かれるとあって、おおぜい
の市民や児童が見守る中、まちづくり協
議会関係者によるテープカットなどが行
われました。
　また、中間東中学校吹奏楽部の勇壮な
演奏も式に花を添えていました。

■ 中間西校区
　 まちづくり協議会発足式

中間西校区まちづくり協議会 ＷＡＰ

 

青
少
年
育
成
市
民
会
議

 
自
治
会

 

民
生
委
員
児
童
委
員

 

老
人
部

 

婦
人
部

 

児
童
部

 

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

 

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

 

個
人
参
加
の
住
民

 

社
会
福
祉
協
議
会

 

小
・
中
学
校

 

中
間
市（
地
域
担
当
職
員
）

構成団体・個人会員 協力団体

■ 中間西校区まちづくり協議会組織図
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安
心
活
動
に
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
さ
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
基
礎
的
な
部
分
を
担
う
組
織
で
、
住

民
生
活
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

存
在
で
す
。

　

し
か
し
、
近
年
の
生
活
様
式
の
変
化

や
価
値
観
の
多
様
化
に
応
じ
て
地
域
が

抱
え
る
課
題
も
多
様
化
し
、
課
題
解
決

の
た
め
に
は
、
自
治
会
や
各
種
団
体
単

独
に
よ
る
活
動
だ
け
で
は
、
困
難
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
小
学
校
区
と
い
う
大
き
な

規
模
で
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
組
織
す
る

「
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
で
あ
れ
ば
、

各
種
団
体
な
ど
が
単
独
に
活
動
し
て
い
く

よ
り
も
、地
域
全
体
で
意
見
を
出
し
合
い
、

連
携
・
協
力
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
、

よ
り
地
域
住
民
の
要
望
に
的
確
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
課

題
解
決
に
向
け
て
検
討
し
、
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

充
実
・
強
化
が
図
ら
れ
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
Ｗ
Ａ
Ｐ
の
活
動

　

今
回
の
中
間
西
校
区
で
は
、
以
前
か

ら
Ｗワ

ッ

プ

Ａ
Ｐ（
西
小
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
推

進
会
議
「
ウ
エ
ス
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・

プ
ラ
ン
」
の
略
）が
組
織
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
Ｗ
Ａ
Ｐ
と
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
児
童
部
、

青
少
年
育
成
市
民
会
議
、
自
治
会
な
ど

と
小
学
校
が
連
携
し
て
、
児
童
の
学
力

向
上
や
安
全
確
保
、
健
全
育
成
に
取
り

組
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
組
織
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
ふ
る
さ
と
み
ま
わ
り
隊
の

通
学
安
全
部
員
を
招
い
て
登
下
校
時
の

問
題
点
を
話
し
合
っ
た
り
、
今
回
の
発
足

式
と
同
日
に
開
催
さ
れ
た
西
小
ま
つ
り
の

企
画
を
行
っ
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
熱
心
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

Ｗ
Ａ
Ｐ
と
の
連
携
を

　

今
回
、
こ
の
Ｗ
Ａ
Ｐ
組
織
を
発
展
さ

せ
た
形
で
、
西
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

活
動
の
対
象
を
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な

く
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
に
広
げ
、
そ
れ
ぞ

れ
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
事

業
推
進
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
従
来
の
Ｗ
Ａ
Ｐ
を
ま
ち
協

の
運
営
委
員
会
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
間
西
校
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
自
体
の
愛
称
と
し
て
「
Ｗ
Ａ
Ｐ
」

の
名
称
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
ち
ら
は
「
ウ
エ
ス
ト
・
オ
ー
ル
・

ピ
ー
プ
ル
」
の
略
で
す
。

【写真左】登下校時の安全を
見守ってくれている通学安
全協力員のみなさんへの感
謝の集い。【写真中央】やっ
ちゃれ祭りで披露された
子ども山笠の作成。【写真
右】西小まつりでは昔なが
らの遊びなどで、子どもか
ら大人まで世代間交流も行
われました。

■ 西校区まちづくり協議会事務局はここだ

中間西小学校

まち協事務局

西学童保育所

正門

中間西小学校内の一室を間借りし、
まちづくりの拠点としています。

●開 設 時 間　平日の午後１時～５時（変更される場合有り）
●利用対象者　西校区のまちづくり活動に関心がある人
※校区を問わず、興味がある人の見学も大歓迎です。
●注 意 事 項
○出入りの際は小学校の正門を必ず閉めてください
○ 児童の安全確保のため、午後１時～１時 45 分は車での

入場はご遠慮ください
●問 合 先　中間西校区まちづくり協議会事務局
　　　　　　　（弥生二丁目１‐１・中間西小学校内）
　☎（９８２）８１４０　FAX（９８２）８１４１

中間西校区まちづくり協議会の愛称ＷＡＰロゴ。    
　

　
　

　
　

　
　

ふ
れ

あいがつなぐ人の和 地域の
輪

West All People

●問合先…安全安心まちづくり課市民協働係 ☎（２４６）２０１７
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地
域
の
課
題
を
発
見
し
、
解
決
す
る
た
め
の
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
考
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
西
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」。
数
度
に
わ
た
っ
て
市
民
体
験
型
研
修
会
や
報
告
会
を
開
催
す
る
う
ち
に
、

西
校
区
の
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

お
互
い
の
地
域
を

知
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト

　
西
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
発
足
に

向
け
、
池
田
町
公
民
館
を
会
場
に
、
平
成

24
年
12
月
10
日
に
第
１
回
目
と
な
る
市
民

体
験
型
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
地

域
の
課
題
を
発
見
し
、
解
決
す
る
た
め

の
地
域
計
画
を
考
え
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。
各
自
治
会
か
ら
参

加
し
た
み
な
さ
ん
か
ら
は
、「
ほ
か
の

自
治
会
の
み
な
さ
ん
と
話
し
た
り
、
地

域
の
こ
と
を
聞
く
こ
と
が
新
鮮
に
感
じ

た
」
と
の
声
も
。

　

研
修
会
は
全
４
回
。
老
若
男
女
が
参

加
し
た
こ
の
研
修
会
は
、
み
ん
な
で
語

ら
い
、
つ
ぶ
や
き
、
楽
し
み
な
が
ら
議

論
を
深
め
て
い
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

い
う
手
法
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
の
魅
力
や
問
題
点
に
気
付
く

　

２
回
目
の
研
修
会
で
は
、
実
際
に
校

区
内
を
巡
り
、
ま
ち
の
魅
力
や
問
題
点

を
探
る
「
ま
ち
歩
き
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
道
行
く
人
に
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
、
実
際
に
そ
の
地
域
に
住
む
人
の
生

の
声
を
聞
く
こ
と
で
、
新
た
な
気
づ
き

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の
重
点

ポ
イ
ン
ト
を
地
図
に
落
と
し
込
む
作
業

で
、
さ
ら
に
地
域
の
こ
と
に
関
心
が
芽

生
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
研
修
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
研
修
会
を
踏
ま
え
、
班
ご
と
に
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
抱
え
る
問
題
の
洗
い

出
し
と
地
域
目
標
を
考
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
自
治
会
で
行
っ
て
い
る
行
事

を
集
約
し
、
地
域
の
共
通
行
事
の
う
ち
、

校
区
で
取
り
組
ん
だ
方
が
効
果
的
・
効
率

的
な
も
の
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
し
た
。

西校区まちづくり協議会には、いろいろな団体が参画してくれるので、地
域の課題の掘り起こしにつながると思います。何より、市民体験型研修
を開き、大勢の人がいろいろな良い案を出してくれたことが非常に良か
ったです。案が出なければ、ただ、まちづくり協議会を発足しただけで
何をしていいかわからないということになっていたかもしれません。
今後は、西校区が子どもからお年寄りまでみんなで集まれる、まと
まりのある地域になればうれしいですね。いろいろな意見を聞いて、
できることには早目に取り組んでいきたいと考えています。

西校区まちづくり協議会会長にインタビュー

できることには早めに取り組むまちづくり協議会に

【写真左】まち並みを実際に
歩いて、地域の魅力や問題
点を点検。突撃インタビュ
ーも敢行。【写真中央】まち
歩きで気になったポイントを
写真やメモで地図に落とし込
みました。【写真右】市民体
験型研修会では、ときに真
剣に、ときに笑顔で意見が
交わされました。

岡
お か や ま

山 昭
て る あ き

明 さん（中尾三丁目）

発
足
ま
で
の
取
り
組
み
か
ら

見
え
て
き
た
地
域
の
課
題
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福岡県は全国でも校区まちづくりの先進地と言われ、県内市町村の約半数
で取り組みが始まっています。一方で、それだけ従来の地域の結び

つきが薄れ、新たな枠組みが必要とされているといえます。行政
だけでは限界があり、みなさんの地域に対する思いや日ごろの活

動なくして、中間市のまちづくりは成り立ちません。「市民が主
役となって、これまでよりコミュニティの規模を広げ、少しだ

け切り口を変えて地域づくりをやってみよう」。それがきっ
と５年、10 年先に成果として現れるものと信じています。

取
り
組
む
べ
き
課
題
を
発
見

　

研
修
会
を
終
え
、「
高
齢
者
の
見
守

り
」「
地
域
防
災
力
の
向
上
」「
住
民
マ

ナ
ー
の
向
上
」「
自
治
会
の
活
性
化
」「
生

活
の
利
便
性
」「
子
育
て
支
援
」
と
い
う

６
つ
の
長
期
的
な
課
題
が
浮
き
彫
り
と

な
り
ま
し
た
。
西
校
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
で
は
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
を

ま
と
め
て
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向

け
、
一
歩
一
歩
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

　

西
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
続
い

て
、
こ
れ
か
ら
中
間
校
区
で
も
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
設
立
の
取
り
組
み
が
始
ま

り
ま
す
。
今
後
は
、
数
年
の
う
ち
に
全

6
校
区
で
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
誕
生

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
も
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
取
り
組
み
は
ま
だ
ま
だ
始
ま

っ
た
ば
か
り
で
す
。
市
民
が
主
役
の
ま

ち
づ
く
り
や
市
民
協
働
に
、
正
解
へ
の

レ
ー
ル
や
ゴ
ー
ル
は
見
当
た
ら
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
遠
い

よ
う
に
見
え
て
唯
一
の
近
道
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

コーディネーターにインタビュー
校区コミュニティのまちづくりのモデルとなってほしい

　

中
間
市
で
初
め
て
の
校
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
と
な
る
「
中

間
西
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

立
ち
上
げ
に
つ
い
て
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
場
を
と
お
し
て
お

手
伝
い
し
て
き
ま
し
た
。

　

校
区
の
ま
と
ま
り
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
は
、
宗
像
市

や
福
岡
市
、
北
九
州
市
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
現
在
の
住
民
主

体
の
ま
ち
づ
く
り
の
主
流
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

校
区
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
自

治
会
活
動
を
基
盤
に
、
多
様
で

増
加
す
る
地
域
の
問
題
に
校
区

の
力
を
結
集
し
て
解
決
し
て
い

く
取
り
組
み
で
す
。
よ
り
良
い
地

域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
現
在
の

組
織
や
活
動
を
見
直
し
、
新
た

な
も
の
に
挑
戦
し
て
い
く
住
民
の

意
識
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

中
間
西
校
区
で
は
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
と
い
う
対
話
の
場
に
住

民
が
多
数
参
加
し
、
６
つ
の
自

治
会
と
各
種
団
体
が
一
体
と
な

っ
て
新
し
い
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
中
間
西
校
区
が
多

く
の
住
民
の
対
話
と
交
流
を
と

お
し
て
楽
し
く
魅
力
あ
る
地
域

を
育
て
、
中
間
市
全
体
の
校
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
モ
デ
ル
事
例
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

● 十
と と き

時 裕
ひろし

 さん（まちづくりアドバイザー・（有）プランドゥ代表）

■プロフィール■
九州各地の自治体のまちづくり計画の策定に携わり、地域や市民の視点を大切にした計画づくりを推進している。現在、地元福岡市内で自らも自治会長を務め、住民自治によるコミュニティ活動を実践している。

安全安心まちづくり課にインタビュー

地域のまちづくりの新たなステップに

市民協働係長　村
む ら か み

上 智
と も ひ ろ

裕

11 月 10 日、西小学校で避難所運営訓練を行いました。これは校区の課
題の一つである「地域防災力の向上」を目的としたもので、総勢 276 人が
参加。「とにかくやってみよう」「失敗しても反省を次回に生かそう」とい
うのは、まさに本番さながらです。

研修会から導き出した西校区まちづくり協議会の課題
避難所運営訓練を実施

【写真左上】地区公民館から二
次避難場所の西小学校に一斉
避難。要援護者の避難も想定
して実施しました。【写真左】
長期間の避難生活を想定し、
段ボールを使った避難所を設
営。【写真上】炊き出しのカレ
ーライスをパクリ。

毎月１回のペースで市民体験型研修を開催します。中
間校区のまちづくりに関心があれば、年齢問わずどなた
でも参加できます。クイズ形式やまち歩き体験も交え
て、楽しみながらまちづくりを語り合いましょう。
●日 時
○第１回…１月 20 日月・午後７時～
○第２回…２月１日土・午後１時 30 分～
○第３回…３月 10 日月・午後７時～
●場 所　なかまハーモニーホール
●問 合 先　安全安心まちづくり課☎（２４６）２０１７

中間校区の市民体験型研修に参加しませんか

●問合先…安全安心まちづくり課市民協働係 ☎（２４６）２０１７
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鉄
道
か
ら

筑
豊
炭
田
の

近
代
化
を
探
る

「
遠
賀
川
と
中
間
の
歴
史
を
学
ぶ
講
座
」
特
別
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

日
本
は
明
治
維
新
と
い
う
激
動
の
時
代
を
経
て
、
近

代
国
家
へ
の
道
を
歩
み
始
め
、
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
50
年

と
い
う
短
期
間
で
奇
跡
の
近
代
化
を
成
し
遂
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
そ
の
日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
の
は
ま
ぎ
れ

も
な
く
「
筑
豊
の
石
炭
」
で
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
近
代
化
の
象
徴
で
あ
る「
鉄
道
」

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
あ
ら
た
め
て
筑
豊
炭
田
が
果
た

し
た
役
割
と
近
代
化
へ
の
道
を
考
え
ま
す
。

かつて筑豊本線を走行した思い出の車
両がＮゲージで復活。
●期 日　２月８日土、９日日
●時 間　午前 10 時～午後４時
●場 所　なかまハーモニーホール
　　　　　　 小ホール前

まくら軌会によるＮゲージ走行会

実際に石炭を焚いて動くミニＳＬに搭
乗してみませんか（１回 100 円）。
●期 日　２月９日日
●時 間　午前 11 時～午後４時
●場 所　なかまハーモニーホール
　　　　　　 玄関前

ミニＳＬ運行

昭和 40 年代の筑豊本線のＳＬを中心
に約 50 枚の鉄道写真を展示します。
●期 日　２月８日土、９日日
●観覧時間　午前９時～午後９時
●場 所　なかまハーモニーホール
　　　　　　 展示室

筑豊本線ＳＬ写真展

●
日

時　

２
月
９
日
日
・
午
後

１
時
30
分
～
４
時

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル

●
定

員　
200
人

●
参
加
料　
無
料

　

基
調
講
演

●
時

間　
午
後
１
時
40
分
～
２

時
40
分

●
テ
ー
マ　
近
代
日
本
と
鉄
道
の

展
開

●
講

師　

老
川
慶
喜
さ
ん（
立

教
大
学
教
授
）

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

●
時

間　
午
後
２
時
50
分
～
３

時
50
分

●
テ
ー
マ　
筑
豊
興
業
鉄
道
が
果

た
し
た
役
割
と
近
代
化

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
佐
藤
正
昭

さ
ん（
九
州
鉄
道
記
念
館
館
長
）

●
パ
ネ
リ
ス
ト

○
山
田
秀
さ
ん（
九
州
産
業
大
学
教
授
）

○
東
條
正
さ
ん（
放
送
大
学
長
崎
学

習
セ
ン
タ
ー
所
長
、
特
任
教
授
）

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
来
場
者
に
は
「
筑

豊
本
線
Ｓ
Ｌ
写
真
集
」
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

　

関
連
イ
ベ
ン
ト

　

関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
下
記
の

と
お
り
「
筑
豊
本
線
Ｓ
Ｌ
写
真
展
」

「
ま
く
ら
軌
会
に
よ
る
Ｎ
ゲ
ー
ジ
走

行
会
」「
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
」を
開
催
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
も

●
問
合
先　
生
涯
学
習
課

　
☎(

２
４
６)

６
２
２
４

筑豊線を走る蒸気機関車
（昭和 47 年当時）
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筑
豊
本
線
を
語
る
う
え
で

欠
か
せ
な
い
映
画
「
女
侠き

ょ
う

一
代
」

　

映
画
「
女
侠
一
代
」
は
明
治
中
期

の
筑
豊
本
線
、
中
間
市
に
架
か
る
遠

賀
川
鉄
橋
が
舞
台
で
す
。
鉄
道
敷
設

を
巡
り
、
こ
れ
に
反
対
す
る
川
ひ
ら

た
の
船
頭
た
ち
を
主
人
公
「
島
村
ギ

ン
」
が
説
得
し
、
鉄
橋
を
守
り
、
筑

豊
本
線
敷
設
に
尽
力
す
る
と
い
う
物

語
で
す
。
火
野
葦
平
原
作
の
同
名
小

説
を
映
画
化
し
た
も
の
で
、
実
際
に

鉄
道
敷
設
に
尽
力
し
た
「
西
村
ノ
ブ
」

を
主
人
公
の
モ
デ
ル
に
し
て
い
ま
す
。

　

出
演
は
清
川
虹
子
、
森
繁
久
弥
、

三
國
連
太
郎
な
ど
豪
華
な
顔
ぶ
れ
で

す
。
映
画
の
ロ
ケ
は
昭
和
30
年
ご
ろ

の
中
間
市
な
ど
で
行
わ
れ
、
中
間
市

民
も
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
参
加
し
て

い
ま
す
。
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
さ
れ

て
お
ら
ず
、
幻
の
名
作
で
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
記
念
と
し
て
、
映

画
「
女
侠
一
代
」
の
鑑
賞
会
、
松
永
文
庫

室
長
の
松
永
武
さ
ん
に
よ
る
「
女
侠
一
代
」

解
説
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●
期

日　
２
月
８
日
土

●
上
映
時
間　
午
前
10
時
～
正
午

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
小
ホ
ー
ル

●
鑑
賞
料　
無
料

●
定

員　
250
人

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
定
員

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

●
申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
を
記
入
の
う
え
、
往
復
は
が
き
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
返
信
用
は
が
き
の
裏
面
は
何
も
書
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。
当
日
の
鑑
賞
会
入
場

券
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
締
切　
１
月
20
日
月
・
当
日
消
印

有
効

●
申
込
先　
生
涯
学
習
課「
女
侠
一
代
係
」

　
（
〒
809
‐
８
５
０
１
中
間
一
丁
目
１
‐
１
）

映
画
「
女
侠
一
代
」
鑑
賞
会
＆

解
説
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

昭和 33 年 10 月に公開された「女侠一代」。当時の

チラシで話題作と紹介されています。

当時のポスター
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中間市からのお知らせ ity newsC

介護保険運営協議会委員の募集・日常生活圏域ニーズ調査を実施
●問合先　介護保険課　☎（２４６）６２８３

　

中
間
市
介
護
保
険
運
営

　

協
議
会
委
員
を
募
集

　

中
間
市
で
は
、
介
護
保
険
の

進
行
管
理
や
円
滑
な
運
営
を
行

う
た
め
、
介
護
保
険
運
営
協
議

会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
介
護
保
険
事
業
に
市

民
の
み
な
さ
ん
が
積
極
的
に
参

加
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
介
護

保
険
運
営
協
議
会
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　
市
内
在
住
の
40

歳
以
上
で
、
平
日
の
日
中
に

出
席
が
可
能
な
人

●
任

期　
２
年（
平
成
26
年

３
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
２

月
29
日
ま
で
）

●
募
集
人
数　
３
人
程
度

●
報

酬　
１
回
の
協
議
会

へ
の
参
加
に
つ
き
、
４
、２
０

　
０
円

●
業
務
内
容　
市
民
の
視
点
か

ら
、
介
護
保
険
事
業
計
画
の

進
行
管
理
な
ど
や
介
護
保
険

事
業
の
円
滑
な
運
営
に
つ
い

て
ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
く

た
め
に
、
市
が
開
催
す
る
協

議
会
な
ど
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
す

●
応
募
締
切　
２
月
７
日
金

●
応
募
方
法　
「
介
護
保
険
の

課
題
に
関
す
る
こ
と
」
を
１
、

２
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
た

小
論
文
に
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

介
護
保
険
課
給
付
係
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い

※
郵
送
の
場
合
は
締
切
日
必
着
。

●
選

考　
提
出
し
て
い
た

だ
い
た
書
類
を
も
と
に
選
考

し
ま
す
。
選
考
結
果
は
応
募

者
全
員
に
通
知
し
ま
す

●
応
募
先　
介
護
保
険
課
給

付
係

　
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
に

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査

と
は
、｢

ど
こ
に｣

「
ど
の
よ
う

な
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
高

齢
者
が
」「
ど
の
程
度
生
活
し

て
い
る
の
か
」
を
把
握
す
る
た

め
の
調
査
で
す
。
こ
の
調
査
を

も
と
に
結
果
を
分
析
し
、
第
６

期
中
間
市
高
齢

者
総
合
保
健
福

祉
計
画
に
反
映

し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
調
査
は
、
平

成
26
年
１
月
１
日
現
在
65
歳
以

上
の
人
の
中
か
ら
無
作
為
に
抽

出
し
た
２
、０
０
０
人
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
収
集
し
た
個
人
情
報

は
、
中
間
市
個
人
情
報
保
護
条

例
に
基
づ
く
適
正
な
取
り
扱
い

を
行
い
ま
す
。

●
調
査
期
間　
１
月
下
旬
～
２

月
中
旬
予
定（
約
２
週
間
程
度
）

　

臨
時
職
員
採
用
候
補
者
と
し

て
登
録
後
、
業
務
状
況
に
応
じ

て
採
用
さ
れ
ま
す
。
登
録
後
す

ぐ
に
採
用
と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
採
用
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

●
応
募
資
格　
地
方
公
務
員
法

第
16
条
に
規
定
す
る
欠
格
事

項
に
該
当
し
な
い
人
、
平
成

26
年
度
に
在
学
中
で
な
い
人

●
職

種　
一
般
事
務
補
助
、

保
育
士
、看
護
師
、看
護
助
手
、

調
理
補
助
員
、
作
業
員
、
学

校
図
書
館
事
務
員
、
特
別
教

育
支
援
員

●
勤
務
時
間
・
賃
金　
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
・

日
額
６
、２
０
０
円（
一
般
事

務
補
助
の
場
合
）

※
職
場
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

●
募
集
期
間　
１
月
14
日
火
～

24
日
金

●
申
込
方
法　
必
ず
本
人
が
写

真
貼
付
の
履
歴
書
を
お
持
ち

の
う
え
、
総
務
課
人
事
給
与

係
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
免
許
・
資
格
が
必
要
な

職
種
は
申
込
時
に
そ
の
写
し

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

平
成
25
年
度
に
す
で
に
登
録

し
て
い
る
人
で
平
成
26
年
度

も
登
録
を
希
望
す
る
場
合
は
、

改
め
て
登
録
が
必
要
で
す

中間市臨時職員を募集します
●問合先　総務課　☎（２４６）６２３２

　

中
間
市
で
は
、
県
道
中
間
水

巻
線（
蓮
花
寺
ぼ
た
山
縦
貫
道

路
）を
都
市
計
画
道
路
塘
ノ
内
砂

山
線
、
犬
王
古
月
線
を
結
ぶ
重

要
な
幹
線
道
路
と
し
て
位
置
付

け
て
い
ま
す
。
こ
の
路
線
の
整

備
に
つ
い
て
平
成
17
年
か
ら
福

岡
県
関
係
部
局
や
福
岡
県
警
察

本
部
と
協
議
調
整
を
重
ね
、
平

成
25
年
７
月
に
は
、「
都
市
計
画

道
路
中
間
水
巻
線
」
と
し
て
都

市
計
画
決
定
さ
れ
ま
し
た
。「
都

市
計
画
道
路
中
間
水
巻
線
」
が

整
備
さ
れ
る
と
、
市
街
地
の
渋

滞
緩
和
や
良
好
な
市
街
地
環
境

の
形
成
な
ど
、
市
の
発
展
に
繋

が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

11
月
29
日
、
松
下
俊
男
市
長

は
福
岡
県
庁
を
訪
れ
、
市
内
交

通
状
況
の
改
善
の
た
め
に
も
事

業
の
早
期
着
手
を
進
め
て
い
た

だ
く
よ
う
福
岡
県
知
事
に
要
望

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

要望書を提出
●問合先　土木管理課　☎（２４６）６２５９

左から貞末利光福岡県議会議員、村山一弥
県土整備部長、松下俊男市長
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●
対

象

○
新
規
登
録
…
福
岡
県
下
水
道

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

の
資
格
取
得
者

○
更
新
登
録
…
事
前
に
更
新
講

習
会
を
受
講
し
た
人
で
、
中

間
市
で
の
登
録
期
限
が
平
成

26
年
３
月
31
日
ま
で
の
人

●
受
付
期
間　
１
月
27
日
月
～

２
月
７
日
金（
土
曜
・
日
曜

日
を
除
く
）

●
申
請
書
の
配
布　
１
月
14
日

火
か
ら
下
水
道
課
窓
口
で
配

布
し
ま
す
。
ま
た
中
間
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
申
請
書
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
」
か
ら
も
取
得
で

き
ま
す

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.city.nakama.lg.jp/
kurashi/sekatsu/suido/gesuidou/
shinseisyo.html

●
申
請
書
類

○
責
任
技
術
者
登
録
申
請
書

○
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

○
写
真
２
枚（
縦
3.6
㎝
×
横
2.4
㎝
）

○
新
規
登
録
者
の
場
合
は
責
任

技
術
者
試
験
合
格
証
の
写

し
、
更
新
登
録
者
の
場
合
は

責
任
技
術
者
証
と
更
新
講
習

受
講
修
了
証

●
申
請
手
数
料

○
新
規
…
２
、０
０
０
円

○
更
新
…
１
、０
０
０
円

●
申
込
先　
下
水
道
課

排水設備工事責任技術者の登録申請
●問合先　下水道課　☎（２４６）６２５６

中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１ http://www.city.nakama.lg.jp
Nakama

Infomation

■
テ
ー
マ　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

障
が
い
の
あ
る
人
の
障
が
い
程

度
な
ど
を
踏
ま
え
、
個
別
に
支

給
決
定
が
行
わ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

で
、
障
が
い
が
あ
る
人
の
自
立

し
た
生
活
を
支
え
る
た
め
の
も

の
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
と
し
て

は
、
大
き
く
分
け
て
介
護
給
付

と
訓
練
等
給
付
が
あ
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
支
給
決
定
を
受
け

る
た
め
に
は
、
福
祉
支
援
課
窓

口
で
申
請
し
て
い
た
だ
き
、
サ

ー
ビ
ス
支
給
の
必
要
性
が
認
め

ら
れ
た
場
合
に
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
そ
の
後
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
所
な
ど
と
直
接
契
約
を
結

び
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
開
始
と
な

り
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
の

一
割
が
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
世
帯
の
課
税
状

況
な
ど
に
応
じ
て
、
一
月
当
た

り
の
自
己
負
担
額
に
上
限
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利

用
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
と
組

み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
負
担
軽
減
措
置
が
あ
り
ま

す
。
個
々
の
世
帯
状
況
や
収
入

状
況
に
よ
っ
て
負
担
額
が
一
人

ひ
と
り
変
わ
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

なかまで暮らそう～ノーマライゼーション～
●問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

※ノーマライゼーションとは、「すべての人が一緒に暮らせる社会が当たり
前だ」という考え方のことです。

おとなの寺子屋で学んでみませんか
●問合先　中間市ボランティアセンター　☎（２４６）２１８４

　

い
ろ
い
ろ
な
技
術
や
知
識
を

持
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
の
み

な
さ
ん
の
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
の
で
、

一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
学
び
ま

せ
ん
か
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
場

所　
中
間
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
ハ
ピ
ネ

ス
な
か
ま
内
）

●
対
象
・
定
員　
成
人
・
各
15

人（
先
着
順
）

※
受
講
決
定
の
可
否
は
後
日
、

電
話
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、

　

電
話
番
号
、
参
加
希
望
講
座

名
を
記
入
の
う
え
、
は
が
き

か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
窓

口
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

日
曜
日
、
月
曜
日
は
休
館
。

●
申
込
先　
中
間
市
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
〒
809
‐

０
０
１
８
通
谷
一
丁
目
36
‐
10
）

　
ＦＡＸ（
２
４
４
）１
２
３
２

日時 講座名・講師 持ってくるもの

○２月４日火
　午前10時～正午

編物（もこもこマフラー）
谷口テル子さん

棒針12号
※材料費800円が必要。

○２月８日土
　午前10時～正午

ビーズ（ペンダント）
高橋久美子さん ※材料費550円が必要。

○２月12日水
　午前９時30分～午後１時

ろうけつ染め（バンダナ）
村瀬ミドリさん

エプロン、使わなくなっ
た習字用の筆
※材料費1,000円が必要。

○２月18日火
　午前10時～正午

健康講座（講話・体操）
星山正光さん

（千寿中間「つくし」）

※動きやすい服装で参加
してください。

■講座一覧
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健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
教
室

受
講
生
募
集

　

予
防
可
能
な
病
気
は
で
き
る
だ

け
予
防
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
脂
質
異
常
症（
血
液
中
の
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
高

い
人
）を
予
防
、
改
善
す
る
た
め

の
食
事
の
と
り
方
を
学
ぶ
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

●
日

時　
2
月
27
日
木
・
午

前
10
時
～
11
時
30
分（
受
付
は

9
時
30
分
～
）

●
テ
ー
マ　
食
事
で
防
ぐ
脂
質

異
常
症

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内

容　
講
話

●
料

金　
無
料

●
持
っ
て
く
る
も
の　

筆
記
用

具
、
電
卓
、
お
持
ち
の
人
は
食

品
成
分
表

●
申
込
方
法　
2
月
26
日
水
ま
で

に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

冬
季
に
流
行
す
る
感
染
症
を

予
防
し
よ
う

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
感
染
性
胃
腸

炎
な
ど
、
冬
季
に
流
行
す
る
感
染

症
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら

の
感
染
症
の
感
染
経
路
に
は
、主
に
、

病
原
体
で
汚
染
さ
れ
た
物
を
介
す

る
接
触
感
染
と
、
感
染
者
の
咳せ

き

な

ど
の
飛
ま
つ
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ

る
飛
ま
つ
感
染
が
あ
り
ま
す
。

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

●
症

状　
　

38
度
以
上
の
発

熱
や
咳
、
の
ど
の
痛
み
、
全
身

の
倦け

ん

怠
感
や
関
節
の
痛
み
な
ど

●
流
行
の
時
期　
１
～
２
月

■
感
染
性
胃
腸
炎

●
症

状　

吐
き
気
、
嘔お

う

と吐
、

下
痢
、
腹
痛
、
発
熱
な
ど

●
流
行
の
時
期　
12
～
１
月

●
気
を
つ
け
る
こ
と

○
日
頃
か
ら
石
鹸
を
使
っ
て
手
洗

い
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う

○
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
ま
し
ょ
う

※
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
は
、
咳
・
く

し
ゃ
み
の
際
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

で
口
と
鼻
を
押
さ
え
、
周
り
の
人

か
ら
顔
を
そ
ら
す
こ
と
で
す
。

○
咳・く
し
ゃ
み
が
で
て
い
る
間
は
、

マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

○
急
な
発
熱
や
全
身
の
倦
怠
感
、

嘔
吐
の
繰
り
返
し
が
あ
る
と
き

は
、
我
慢
せ
ず
に
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
・
歯
周

疾
患
健
診
は
受
け
ま
し
た
か

　

対
象
者
の
み
な
さ
ん
に
特
定
健

診
・
が
ん
検
診
・
歯
周
疾
患
健
診

の
通
知
を
、
昨
年
４
～
５
月
に
お

送
り
し
て
い
ま
す
。
２
月
・
３
月

は
受
診
希
望
者
が
多
く
、
予
約
が

取
り
に
く
く
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
早
目
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
子
宮
頸け

い

が
ん
・
乳
が
ん
・
大
腸

が
ん
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
使
用

期
限
は
平
成
26
年
２
月
28
日
ま
で

で
す
。

※
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
の
歯
周
疾

患
健
診
の
実
施
期
間
は
、
平
成
26

年
２
月
28
日
ま
で
で
す
。

※
中
間
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人（
40
～
74
歳
）に
実
施

す
る
特
定
健
康
診
査
の
う
ち
各
医

療
機
関
で
行
う
個
別
健
診
の
実
施

期
間
は
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

で
す
。
受
診
の
際
は
受
診
券
が
必

要
で
す
。

おすすめ 料理レシピ

中間市食生活改善推進会（緑の会）による、身体に優しいレシピを大公開。

あなたも作ってみませんか

①かぶは茎を２㎝くらい残して切り落とし水につけておく。茎の中の土を
除き皮をむく。上から１㎝ほどで切り、下の中央をスプーンで少し切り抜
く②鍋にかぶの下部と昆布を入れ、かぶる位の水を加えて火にかける。煮
立ったら中火にして柔らかくなるまでゆでる。ゆで上がる前にかぶの上部
も加えてゆでる③ボウルでＡを混ぜ、②のゆで汁を少しずつ加えてトロッ
とさせる④②のかぶを引き上げて、残ったゆで汁でかぶの葉をゆで、水け
を絞って細かく刻む⑤かぶの葉を器に敷き、かぶを盛る。くりぬいた部分
に③をこんもりのせて上部も添え、せん切りにしたゆずの皮をのせる

かぶのふろふきごまみそがけ

かぶ…４個、かぶの
葉…４～８本、昆布
（10㎝角）…１枚
Ａ�（みそ…大さじ２、砂
糖…大さじ１、練りご
ま…大さじ１／２）
柚子の皮…少々

材料（４人分） 作り方

エネルギー：61㎉
食塩：1.2ｇ

健康ファミリー

保健センター
☎（２４６）１６１１
FAX（２４６）３０２４
genki@city.nakama.lg.jp

あなたの健康づくりのために

Health Care
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やっちゃれ
環境

環境保全課☎（２４６）６２６５

平成25年度のもえるごみの搬入量は、対24年度比５％の減
量を目標にしています。ごみの減量化・資源化にご協力を
お願いします。

もえるごみの搬入量状況

消費生活センター☎（２４６）５１１０

今月のテーマ

ら し の

ミ カ タ ♪

く
知っ得！

東京オリンピックを悪用した
詐欺的トラブルに注意

25 年度 24 年度 差
（25 年度－ 24 年度） 減量率

11 月 889,950㎏ 894,800㎏ △ 4,850㎏ 0.5％

累計 7,721,240㎏ 7,818,410㎏ △ 97,170㎏ 1.2％

■
相
談
事
例

□
事
例
１

　

知
ら
な
い
業
者
か
ら
電
話

で
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
企

業
へ
の
投
資
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
全
国
500
人
限
定
で
送
付
さ
れ

る
の
で
、
届
い
た
ら
権
利
を
譲

っ
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
到
着
後
に
電
話

を
く
れ
た
ら
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
入
場
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
と
い
う
。
不
審
で
あ
る
。

□
事
例
２

　

以
前
、
あ
る
会
社
の
未
公
開

株
を
30
万
円
で
購
入
し
て
い
た

が
、
先
日
、
証
券
会
社
の
担
当

を
名
乗
る
人
か
ら
「
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
が
決
定
し
て
10
倍
の

300
万
円
に
な
っ
た
の
で
売
ら
な

い
か
」
と
電
話
が
あ
り
、
売
る

こ
と
に
し
た
。「
売
却
代
金
を

送
金
す
る
保
険
料
」
と
し
て

30
万
円
振
り
込
ん
だ
が
、
そ
の

後
も
手
数
料
な
ど
の
名
目
で
何

度
も
請
求
を
受
け
お
金
が
無
く

な
り
、
友
人
に
借
り
に
行
っ
た

と
こ
ろ
、
詐
欺
だ
と
言
わ
れ
た
。

■
ア
ド
バ
イ
ス

　

２
０
２
０
年
の
開
催
決
定
に

伴
い
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

関
連
し
た
詐
欺
的
ト
ラ
ブ
ル
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

悪
質
業
者
は
、
話
題
と
な
っ

て
い
る
出
来
事
を
悪
用
し
て
近

づ
い
て
き
ま
す
。
今
後
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
連
し
た
ト
ラ

ブ
ル
は
さ
ら
に
増
え
て
く
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
十
分
注
意

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

い
っ
た
ん
お
金
を
払
っ
て
し

ま
う
と
、
取
り
戻
す
の
は
非
常

に
困
難
で
す
。
う
ま
い
話
を
持

ち
掛
け
ら
れ
て
も
安
易
に
信
用

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
審
に
思
っ
た
と
き
は
、
お

金
を
払
う
前
に
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
や
警
察
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

し
な
い
、
さ
せ
な
い

不
法
投
棄

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
中
間
市
は
、
お

よ
そ
４
㎞
四
方
の
面
積
の
中
に
中
央

部
を
一
級
河
川
「
遠
賀
川
」
が
流
れ

る
、
自
然
の
美
し
い
ま
ち
で
す
。 

 　
し
か
し
、
川
や
公
園
、
道
路
沿

い
な
ど
の
公
共
の
場
所
、
ま
た
私

有
地
に
、
一
部
の
心
な
い
人
々
の
投

げ
捨
て
で
、
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
が
散
乱
し
、
快
適
な
生
活

環
境
や
地
域
の
生
態
系
に
少
な
か

ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。 

　
一
人
ひ
と
り
モ
ラ
ル
と
責
任
を
も
っ

て
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。 

不
要
な
家
電
の
処
理

　

家
電
製
品
な
ど
の
不
法
投
棄
は

近
隣
へ
の
迷
惑
に
な
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
し
み
だ
し
た
重
金
属
の
有

害
物
質
に
よ
る
土
壌
汚
染
な
ど
環

境
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。 

　
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
が
施

行
さ
れ
、
不
要
と
な
っ
た
エ
ア
コ

ン
・
テ
レ
ビ（
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
テ

レ
ビ
、
液
晶
式
プ
ラ
ズ
マ
式
テ
レ

ビ
）・
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
洗
濯
機
・

衣
類
乾
燥
機
を
処
分
す
る
場
合

は
、
消
費
者
が
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

を
負
担
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

■
処
理
方
法 

○
新
し
く
買
い
替
え
る
場
合
は
、
購

入
す
る
販
売
店
に
引
き
取
り
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い 

○
捨
て
る
家
電
を
購
入
し
た
販
売
店
に

引
き
取
り
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い 

○
購
入
し
た
販
売
店
が
わ
か
ら
な
い

と
き
は
、
お
住
ま
い
の
地
区
の
廃

棄
物
収
集
業
者
や
家
電
販
売
店

ま
た
は
環
境
保
全
課
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い 

■
自
分
で
メ
ー
カ
ー
の
指
定
引
取

　
場
所
に
持
ち
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す 

　

郵
便
局
で
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券

を
購
入
し（
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の

支
払
い
）、
指
定
引
取
場
所
へ
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

●
持
ち
込
み
先（
指
定
引
取
場
所
） 

西
日
本
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
株
式

会
社（
北
九
州
市
若
松
区
響
町

一
丁
目
62
番
）

　

☎（
７
５
２
）２
４
２
４ 

●
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
４
時
15
分（
午
前
11
時
45
分

～
午
後
１
時
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
） 

※
自
分
で
メ
ー
カ
ー
の
指
定
引
取

場
所
に
持
ち
込
む
場
合
は
、
収
集

運
搬
料
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。 

 

エ
ア
ゾ
ー
ル
缶（
ス
プ
レ
ー

缶
）・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
ご

み
出
し
に
注
意 

　

中
身
が
残
っ
た
エ
ア
ゾ
ー
ル
缶

（
ス
プ
レ
ー
缶
）、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
を
そ
の
ま
ま
ご
み
収
集
に
出
す

と
、
ご
み
収
集
車
や
ご
み
収
集
処

理
施
設
で
の
引
火
や
破
損
事
故
な

ど
、
人
命
に
関
わ
る
重
大
な
ト
ラ

ブ
ル
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

　

ご
み
に
出
す
前
に
必
ず
缶
の
中

身
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
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今月のテーマ

よくわかる
医療講座

中間市立病院医師が、健康の
ためになる話をお届けします。

76
No

中間市立病院☎（２４５）０９８１

Nakama
Culture

市民図書館だより
Books

☎（２４５）４６６４

市民図書館は、毎月新しい本をそろえて
います。市民図書館に来れば、運命的な
本との出会いがあるかもしれませんよ。

●日 時　２月15日土・午前11時～
●内 容　絵本の読み聞かせなど
●協 力　ほっとブックなかま

おはなし会を開催Funevent

今月の新刊紹介Newarrivals

パン屋のこびととハリネズミ
アニー・Ｍ．Ｇ．シュミット・作
パン屋にすんでいるパン生地のこ
びとが機嫌をそこねたら、さあ大
変！パン種がハリネズミに変わっ
てしまい…。オランダの国民的作
家による、ちょっぴりふしぎな 11
のお話を収録。

タラース・ブーリバ
ニコライ・ゴーゴリ・著
17 世紀のウクライナを舞台に、抒

じょ

情や
ユーモアを通して、タラースをはじめと
するコサックたちの姿を生き生きと描
く。時代精神の把握、民衆の歴史的役
割の認識、国民的文学の創造を目指し
て、ゴーゴリが達成した長篇歴史小説。

■
骨
粗
鬆
症
と
は

　

骨
粗
鬆
症
は
、
一
言
で
い
え
ば

骨
が
弱
く
な
る
病
気
で
す
。
そ
の

た
め
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も

骨
折
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
は
そ
れ
自
体
に
よ
る

症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
骨
折
の

部
位
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

生
じ
ま
す
。
骨
折
が
よ
く
起
こ
る

部
位
は
脊せ

き
つ
い椎（

背
骨
）、
大
腿た

い

骨
頸け

い

部（
足
の
付
け
根
）、
橈と

う

骨
遠
位
端

（
手
首
）、
上
腕
骨
近
位
端（
腕
の

付
け
根
）で
す
。
ど
こ
が
折
れ
て

も
大
変
な
の
で
す
が
、
特
に
背
骨

や
足
の
付
け
根
の
骨
折
は
、
そ
の

後
歩
行
困
難
に
な
り
、
結
果
寝
た

き
り
に
な
る
人
も
い
る
た
め
、
特

に
問
題
と
な
り
ま
す
。

■
患
者
数
が
多
く
怖
い
病
気

　

骨
粗
鬆
症
は
特
に
女
性
に
多

く
60
歳
代
で
は
3
人
に
1
人
程

度
、
80
歳
代
で
は
60
％
以
上
の
人

が
骨
粗
鬆
症
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
患
者
数
は
日
本

全
体
で
１
、
２
８
０
万
人（
男
性

300
万
人
、
女
性
980
万
人
）も
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
骨

粗
鬆
症
の
た
め
に
起
こ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
骨
折
も
非
常
に
多
く
、

足
の
付
け
根
の
骨
折
は
1
年
間
に

14
万
８
、１
０
０
人（
２
０
０
７
年

の
調
査
結
果
）、
背
骨
の
骨
折
は

さ
ら
に
多
く
年
間
30
万
～
100
万
人

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
患
者
数
が
多
く
、

非
常
に
怖
い
病
気
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
治
療
を
受
け
て
い
る
人

は
少
な
く
、
検
査
を
受
け
る
人
も

決
し
て
多
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

■
骨
粗
鬆
症
の
健
診

　
現
在
、
骨
粗
鬆
症
の
健
診
で
は
、

骨
密
度
の
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
来
は
折
れ
に
く
い
骨
な
の
か
、

折
れ
や
す
い
骨
な
の
か
、
つ
ま
り

強
い
骨
か
、
弱
い
骨
か
ど
う
か
を

調
べ
た
い
わ
け
で
す
が
、
生
き
て

い
る
人
の
骨
の
強
さ
を
調
べ
る
方

法
が
な
い
た
め
で
す
。
し
か
し
、

一
般
的
に
は
骨
密
度
が
低
い
ほ
ど

折
れ
や
す
い
た
め
、
強
さ
を
み
る

た
め
の
目
安
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
骨
密
度
の
検
査
は
、
健
診

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
し
、
多
く
の

病
院
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
検
査
自
体
は
、

痛
み
を
伴
わ
ず
、
簡
単
に
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
は
、
薬
も
種
類
が

増
え
て
き
て
い
て
、
１
か
月
に
１

度
飲
む
だ
け
で
い
い
薬
も
あ
り
ま

す
。
骨
折
予
防
効
果
も
以
前
の
も

の
に
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
な
の
に
検
査
・
治
療
さ
れ

る
人
は
な
か
な
か
増
え
ま
せ
ん
。

そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
骨
粗

鬆
症
に
対
す
る
勘
違
い
や
、
思
い

込
み
も
大
き
く
関
係
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

次
回
は
、
そ
の
勘
違
い
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

骨粗鬆
し ょ う

症
中間市立病院　整形外科

石村 啓司医師
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消費者相談
■場所 産業振興課（市役所別館２階）

悪質商法などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後４時
●問合先　消費生活センター☎（２４６）５１１０

家庭児童相談
■場所 家庭児童相談係（市役所 3 階）

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）
など児童に関する相談をお受けします。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　こども未来課
　☎（２４６）３５１５

悩み・いじめ・教育相談
■場所 少年相談センター（働く婦人の家）

未成年者の非行などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　少年相談センター☎（２４６）０４８４

女性のための悩みごと相談
■場所 人権男女共同参画課（人権センター）

あなたが納得のいく生き方ができるよ
うお手伝いします。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前８時30

分〜午後５時15分
●問合先　人権男女共同参画課
　☎（２４５）７８０１

補聴器相談
■場所 福祉支援課・ハピネスなかま

●�日時　毎月第１〜４火曜日・午後１時〜
２時は福祉支援課（市役所１階）、午後２
時30分〜３時30分はハピネスなかま
●問合先　福祉支援課☎（２４６）６２８２

Free
Consultation

無料相談
コーナー

～気軽に利用してください～

　
世
界
に
は
、
目
が
見
え
な
い
人
、

耳
が
聴
こ
え
な
い
人
、
手
足
が
不

自
由
な
人
、
い
わ
ゆ
る
「
障
が
い

者
」
と
呼
ば
れ
る
人
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
私
の
兄
も
そ
の
「
障
が

い
者
」
の
一
人
で
す
。
目
や
耳
、

手
足
が
不
自
由
な
わ
け
で
は
な

く
、
知
的
障
が
い
を
も
っ
て
い
る

の
で
す
。
兄
の
よ
う
な
人
を
理
解

し
て
く
れ
る
人
も
い
れ
ば
、
そ
う

で
な
い
人
も
い
ま
す
。

　

以
前
、
私
は
障
が
い
の
あ
る
子

を
ば
か
に
し
た
り
、
心
な
い
言
葉

を
発
し
て
傷
付
け
て
い
る
人
を
み

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

私
の
兄
も
実
際
に
そ
ん
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
こ
と
か

と
い
う
と
、
電
車
が
好
き
な
兄
が

電
車
を
一
人
で
見
て
い
た
と
こ
ろ

を
だ
れ
か
に
殴
ら
れ
た
と
い
う
の

で
す
。
兄
に
殴
っ
た
人
の
特
徴
を

聞
い
て
も
「
分
か
ら
な
い
」
と
答

え
る
ば
か
り
で
結
局
、
犯
人
は
だ

れ
な
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
と
き
の
私
は
本
当
に
悔

し
か
っ
た
で
す
。
兄
は
何
も
し
て

い
な
い
の
に
、
何
で
こ
ん
な
目
に

あ
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
ん
だ
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
障
が
い
の
あ
る
子
を
理

解
で
き
な
い
人
の
理
解
が
で
き
ま

せ
ん
。
普
通
の
子
と
少
し
違
う
、

み
ん
な
が
当
た
り
前
に
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
、
そ
ん
な
理
由
で
人

を
ば
か
に
し
て
、
何
に
な
る
ん
で

し
ょ
う
か
。
障
が
い
の
あ
る
子
が

ど
ん
な
迷
惑
を
か
け
た
の
で
し
ょ

う
か
。
障
が
い
を
も
っ
て
い
な
い
私

た
ち
が
、
そ
ん
な
に
偉
い
ん
で
し

ょ
う
か
。
私
は
絶
対
に
そ
ん
な
こ

と
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
世
の

中
に
顔
も
、
性
格
も
、
す
べ
て
が

同
じ
人
な
ん
て
い
ま
せ
ん
。
み
ん

な
が
違
う
か
ら
良
い
ん
だ
と
思
い

ま
す
。「
障
が
い
」
だ
っ
て
「
個
性
」

と
一
緒
で
す
。
障
が
い
の
あ
る
子
も

毎
日
、
一
生
懸
命
に
生
き
て
い
ま

す
。
み
ん
な
と
同
じ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
人
一
倍
、
努
力
し
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
人
の
思
い
を
簡
単
に

踏
み
に
じ
る
よ
う
な
人
に
だ
け
は
、

絶
対
に
な
り
た
く
な
い
で
す
。
だ

か
ら
私
は
、
そ
う
や
っ
て
人
を
ば

か
に
す
る
人
の
こ
と
が
注
意
で
き

る
よ
う
な
人
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

毎
日
一
生
懸
命
に
生
き
よ
う
と
頑

張
っ
て
い
る
人
の
力
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
人
で
も
多

く
の
人
に
障
が
い
の
あ
る
子
の
こ

と
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

県巡回交通事故相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　２月12日水・午前10時〜午後
４時（受付は午後３時まで）
●問合先　安全安心まちづくり課
　☎（２４６）２０１７

心配ごと相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　２月１日土、21金、27日木・午
後３時〜５時（前日まで窓口で予約受
付・受付時間は月曜日〜金曜日の午前
８時30分〜午後５時15分・定員６人）
●問合先　中間市社会福祉協議会
　☎（２４４）１２３０

行政相談
■場所 ハピネスなかま

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
●�日時　２月１日土、21日金・午後３時

〜５時
●問合先　総務課☎（２４６）６２３２

私たちが感じた人権問題

「差別のない未来へ」

平成 25 年度小・中学校人権作文から

　　愛未さん
（中間南中学校３年）

人権標語
しんじたい　きみがいじめを　やめること 　
　　中間小学校６年 原田　慧斗さん
止まろうね　人権信号　手前でね 　
　中間北小学校６年 古木　　葵さん
大丈夫　人を気づかう　その心 

中間北小学校６年　　　　　吉岡　愛実さん

な
や
み
ご
と
相
談
所
を
開
設

　

｢

い
じ
め
問
題｣

「
差
別
問
題
」

な
ど
の
相
談
に
、
人
権
擁
護
委

員
が
応
じ
る
な
や
み
ご
と
相
談

所
を
毎
月
１
回
開
設
し
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。
予
約
は
不
要

で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
期

日　
毎
月
第
２
水
曜
日

●
時

間　
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

●
場

所　
人
権
セ
ン
タ
ー

●
問
合
先　

人
権
男
女
共
同

参
画
課　

　
☎（
２
４
５
）３
５
１
１
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１
月
１
日
か
ら
組
織
機
構
の

一
部
を
変
更
し
ま
し
た

　

平
成
26
年
１
月
１
日
付
で
、「
世

界
遺
産
登
録
推
進
室
」
を
、
教
育

委
員
会
か
ら
市
長
部
局（
企
画
政
策

課
）に
移
管
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
窓
口
を
市
役
所
本
館
３
階
か

ら
本
館
２
階
に
変
更
し
ま
し
た
。

●
世
界
遺
産
登
録
推
進
室
連
絡
先

　
☎（
２
４
６
）６
２
３
４

　
ＦＡＸ（
２
４
５
）５
５
９
８

●
問
合
先　
企
画
政
策
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
７
３

み
ん
な
de
恵
方
巻
き

丸
か
じ
り
パ
ー
テ
ィ
ー

　

講
師
に
中
間
市
食
生
活
改
善
推

進
会
を
迎
え
、
節
分
に
合
わ
せ
て
、

恵
方
巻
き
づ
く
り
教
室
と
恵
方
巻

き
丸
か
じ
り
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い

ま
す
。
自
分
た
ち
で
恵
方
巻
き
を

作
り
、
み
ん
な
で
「
東
北
東
や
や

右
」
を
向
い
て
無
言
で
恵
方
巻
き

を
食
べ
き
り
、
福
を
呼
び
込
み
ま

せ
ん
か
。

●
日

時　

２
月
１
日
土
・
午

前
10
時
～
正
午　

●
場

所　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

●
対
象
・
定
員　
小
学
生
以
上
・

15
人

※
親
子
で
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

先
着
順
で
す
。

●
料

金　
１
人
200
円（
食
材
費
）

●
持
っ
て
く
る
も
の　

三
角
巾
、

エ
プ
ロ
ン

●
申
込
方
法　
１
月
27
日
月
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
合
先　
生
涯
学
習
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
２
４

親
子
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

リ
ト
ミ
ッ
ク
的
な
要
素
も
取
り

入
れ
た
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
、
親
子

で
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
参

加
希
望
者
は
、
当
日
、
直
接
会
場

へ
来
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
１
月
23
日
木
・
午

前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

●
参
加
対
象　

１
歳
６
か
月
～
４

歳
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

●
参
加
料　
無
料

●
持
っ
て
く
る
も
の　
お
茶
・
運

動
の
で
き
る
服
と
靴（
大
人
用
・

こ
ど
も
用
）、
バ
ス
タ
オ
ル
１
枚

※
ジ
ー
ン
ズ
、
ボ
タ
ン
の
あ
る
服

は
不
可
。

●
問
合
先　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

　
☎（
２
４
５
）５
５
５
７

視
覚
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た

情
報
交
換
会（
つ
ど
い
）を
開
催

　

視
覚
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た

情
報
交
換
会（
つ
ど
い
）で
は
、
生

活
訓
練
経
験
者
か
ら
の
話
や
当
事

者
な
ら
で
は
の
生
活
上
の
工
夫
な

ど
の
情
報
交
換
を
行
い
、
歩
行
訓

練
士
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日

時　
１
月
31
日
金
・
午

後
２
時
～
４
時

●
場

所　
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

●
申
込
・
問
合
先　
福
祉
支
援
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
８
２

年
に
一
度
は
健
康
診
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
を
対
象
に
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
と
早
期
発
見
・
治
療

を
目
的
に
健
康
診
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人

は
、
実
施
医
療
機
関
な
ど
で
早
め

に
予
約
し
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
医
療
機
関
は
、
受
診
票
と
同

封
し
て
い
る
一
覧
表
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

●
自
己
負
担
金　
１
人
500
円

●
平
成
25
年
度
の
受
診
期
限

　
平
成
26
年
３
月
31
日
月

●
受
診
時
に
必
要
な
も
の　
被
保

険
者
証（
保
険
証
）、
受
診
票
、

自
己
負
担
金
500
円

※
受
診
票
は
広
域
連
合
か
ら
郵
送

し
て
い
ま
す
。
見
当
た
ら
な
い
場

合
は
再
発
行
し
ま
す
の
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
福
岡
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
９
２（
６
５
１
）３
１
１
１

行
政
書
士
に
よ
る

交
通
事
故
無
料
相
談
会

●
日

時　
１
月
18
日
土
・
午

前
10
時
～
午
後
４
時

●
場

所　
コ
レ
ッ
ト
井
筒
屋

　
（
小
倉
北
区
京
町
三
丁
目
１
‐
１
）

●
相
談
内
容　
示
談
書
・
損
害
賠

償
請
求
書
の
作
成
、
保
険
請
求

手
続
き
な
ど

※
予
約
申
込
は
不
要
で
す
の
で
、

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
福
岡
県
行
政
書
士
会

　
☎
０
９
２（
６
４
１
）２
５
０
１

第
３
回
中
間
市
ペ
タ
ン
ク
大
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

ペ
タ
ン
ク（
ニ
チ
レ
ク
ボ
ー
ル
）

と
は
、
室
内
で
小
学
生
か
ら
高
齢

者
ま
で
だ
れ
で
も
気
軽
に
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

●
日

時　

２
月
９
日
日
・
午

前
９
時
～

●
場

所　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
参
加
資
格　
中
間
市
在
住
、
在

勤
、
在
学
、
中
間
市
内
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
活
動
者
で
あ
る
こ
と

●
チ
ー
ム
編
成　

○
小
学
生
の
部
…
小
学
生
で
編
成

し
た
３
人
１
組
の
チ
ー
ム

※
大
人
が
代
表
者
と
し
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

○
一
般
の
部
…
中
学
生
以
上
の
３

人
１
組
の
チ
ー
ム

●
参
加
料　
１
、０
０
０
円

　
（
１
チ
ー
ム
）

●
申
込
方
法　
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記

入
の
う
え
、
２
月
３
日
月
ま
で

に
、
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い

●
問
合
先　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）２
８
０
１

公
立
小
・
中
学
校
の

講
師
等
登
録
者
を
募
集

　

福
岡
県
公
立
小
中
学
校（
中
間

市
、
直
方
市
、
宮
若
市
、
遠
賀
郡
、

鞍
手
郡
）の
講
師
等
登
録
者（
常
勤
・

非
常
勤
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
教

科　
小
学
校
・
中
学
校

各
教
科

●
資

格　
各
校
種
の
教
員
免

許
状
取
得
者

※
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
給
与
待
遇

○
常
勤
講
師
…
経
験
に
応
じ
19
万

円
～

※
社
会
保
険
有
り
、
別
途
通
勤
手

当
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

○
非
常
勤
講
師
…
勤
務
形
態
に
よ

り
ま
す

●
問
合
先　
福
岡
県
教
育
庁
北

九
州
教
育
事
務
所

　
☎
０
９
４
９（
２
５
）１
２
０
２

身近な役立つ情報を
お届けします

Infomation

くらしの
情報
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就
学
援
助
の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　
経
済
的
な
理
由
で
、
市
内
の
小・

中
学
校
に
通
学
す
る
児
童
・
生
徒

の
学
用
品
費
、
学
校
給
食
費
な
ど

の
支
払
い
が
困
難
な
家
庭
に
対

し
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
援
助
し

ま
す
。
継
続
希
望
の
人
も
必
ず
手

続
き
が
必
要
で
す
。

●
対

象

○
生
活
保
護
が
停
止
や
廃
止
さ

れ
、
な
お
経
済
的
に
非
常
に
困

っ
て
い
る
世
帯

○
平
成
25
年
度
の
市
民
税
が
、
世

帯
全
員
非
課
税
の
世
帯

○
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
世
帯

○
そ
の
ほ
か
の
事
情
で
、
経
済
的

に
非
常
に
困
っ
て
い
る
世
帯

●
申
請
方
法　
各
小
・
中
学
校
ま

た
は
教
育
委
員
会
に
備
え
付
け

の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い

（
随
時
受
付
）

●
添
付
書
類　
世
帯
の
中
で
収
入

が
あ
る
人
全
員
の
平
成
25
年
度

市
民
税（
非
課
税
）証
明
書
な
ど
。

た
だ
し
、
平
成
25
年
１
月
１
日

以
前
か
ら
中
間
市
に
居
住
し
、

平
成
25
年
度
の
市
民
税
の
申
告

を
し
て
い
る
人
は
不
要
で
す

※
新
１
年
生
は
、
入
学
時
以
降
４

月
末
ま
で
に
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
　
学
校
教
育
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
２
２

微
小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
2.5
）
に
関
す
る

注
意
喚
起
の
判
断
方
法

　

福
岡
県
で
は
12
月
６
日
か
ら
、

従
来
の
早
朝
の
判
断
に
加
え
、
午

後
の
早
い
時
間
に
も
注
意
喚
起
の

判
断
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
注
意
喚
起
の
た
め
の
判
断
方
法

の
追
加

　

次
の
２
段
階
で
注
意
喚
起
を
行

い
ま
す
。

●
午
前
中
早
め
の
時
間
帯
で
の

　
判
断（
従
来
か
ら
変
更
な
し
）

　
各
地
域
の
Ｐ
Ｍ
2.5
測
定
局
の
う

ち
、
１
測
定
局
で
も
午
前
５
時
、

６
時
、
７
時
の
１
時
間
値
の
平

均
値
が
85
μ
ｇ
／
㎥
を
超
過
し

た
場
合

　

→
暫
定
指
針
値（
70
μ
ｇ
／
㎥
）

を
超
え
る
と
予
測
し
、
午
前
８

時
を
目
途
に
地
域
ご
と
に
注
意

喚
起
を
実
施

●
午
後
か
ら
の
活
動
に
備
え
た

　
判
断（
新
た
に
追
加
）

　

各
地
域
の
Ｐ
Ｍ
2.5
測
定
局
の

内
、
１
測
定
局
で
も
午
前
５
時

か
ら
正
午
の
１
時
間
値
の
平
均

値
が
80
μ
ｇ
／
㎥
を
超
過
し
た

場
合

　

→
暫
定
指
針
値（
70
μ
ｇ
／
㎥
）

を
超
え
る
と
予
測
し
、
午
後
１

時
を
目
途
に
地
域
ご
と
に
注
意

喚
起
を
実
施

※
詳
し
く
は
福
岡
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…http://www.

　

pref.fukuoka.lg.jp/c01/pm
25-

tyuuikanki.htm
l

●
問
合
先　
環
境
保
全
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
６
５

所
得
税
の
還
付
申
告
と

確
定
申
告

　

所
得
税
の
還
付
申
告
セ
ン
タ
ー

　

納
税
者
の
み
な
さ
ん
の
利
便
を

図
る
た
め
に
、
還
付
申
告
セ
ン
タ

ー
を
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
、
還
付
申
告
書
の
記
載

方
法
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
電
話
に
よ
る
申
告
の
相
談
は
「
還

付
申
告
セ
ン
タ
ー
」
で
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
若
松
税
務
署
へ
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
還
付
申
告
の
相
談
が
で
き
る
人

①
給
与
所
得
者
で
、
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
・
医
療
費
控
除
な

ど
の
還
付
を
受
け
る
人
や
平
成

25
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末

調
整
が
済
ん
で
い
な
い
人

②
年
金
所
得
者
で
、
源
泉
徴
収
さ

れ
た
税
金
の
還
付
を
受
け
る
人

な
ど

※
次
に
当
て
は
ま
る
人
は
、
遠
賀

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
の
相

談
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

〇
事
業
を
営
む
人

〇
生
命
保
険
な
ど
の
営
業
職
員

〇
不
動
産
所
得
が
あ
る
人

〇
贈
与
税
の
申
告
や
不
動
産
、
株

式
な
ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
人

〇
原
稿
料
、
報
酬
な
ど
の
収
入
が

あ
る
人

●
場

所　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
遠
賀
町
広
渡
23
‐
６
）

●
期

間　
１
月
21
日
火
～
24

日
金
・
午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分

※
24
日
は
午
後
２
時
ま
で
で
す
。

　

確
定
申
告
は

　

こ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

●
場

所　
若
松
港
湾
合
同
庁

舎（
若
松
区
本
町
一
丁
目
14
‐
12
）

※
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
開
設
期
間　
２
月
７
日
金
～
３

月
31
日
月

●
受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後

４
時

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
は
開
設

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
２
月
23
日
日

と
３
月
２
日
日
は
次
の
会
場
で
申

告
相
談
を
行
い
ま
す
。

○
会
場
…
ア
ジ
ア
太
平
洋
イ
ン
ポ

ー
ト
マ
ー
ト
ビ
ル
３
階（
小
倉

北
区
浅
野
三
丁
目
８
‐
１
）

○
受
付
時
間
…
午
前
９
時
～
午
後

４
時

※
中
間
市
役
所
で
の
申
告
相
談
は
、

例
年
ど
お
り
行
い
ま
す
。

●
問
合
先　
若
松
税
務
署

　
☎（
７
６
１
）２
５
３
６

第
４
回
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
遠
賀
川

流
域
リ
ー
ダ
ー
サ
ミ
ッ
ト

　

遠
賀
川
流
域
の
自
然
を
守
る
住

民
団
体
と
、
流
域
自
治
体
と
が
連

携
し
て
遠
賀
川
の
水
問
題
を
解
決

す
る
た
め
、
第
４
回
目
の
「
I　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
遠
賀
川
流
域
リ
ー
ダ
ー

サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
流
域
の
リ
ー

ダ
ー
た
ち
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

身
近
な
水
資
源
で
あ
る
遠
賀
川

に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
日

時　
１
月
26
日
日
・
午

後
１
時
30
分
～

●
場

所　
田
川
青
少
年
文
化

ホ
ー
ル（
田
川
市
平
松
町
３
番

36
号
）（
駐
車
場
有
）

●
問
合
先　
国
土
交
通
省
遠
賀

川
河
川
事
務
所

　

☎
０
９
４
９（
２
２
）１
８
３
０

１月の祝日に伴うごみの振替日
　１月 13 日月成人の日の第２月曜日が、もえるごみと
ビン・カンの収集日になっている地区は、収集します。

１月の祝日 もえるごみ ビン・カン

１月13日月成人の日が
収集日の地区 収集します 収集します

●問合先　環境保全課☎（２４５）５３００
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働く婦人の家で、親子凧作り教室が
開催されました。今年は土佐凧作り
に 50 人が参加。中間市の雲竜凧保
存会が凧の作り方を説明した後、そ
れぞれ作り始めました。慣れない作
業に音を上げる子どもを、「自分で
挑戦するんだぞ」と祖父母世代の保
存会の人が厳しくも優しく励ます場
面も。姉妹で参加した池田萌佳さん・
藍奈さん（扇ヶ浦四丁目）は「凧の作
り方が学べて楽しかった」と話しま
した。

自作の凧、高く揚がるかな
12 月８日・親子凧作り教室

第 24回中間市幼年消防クラブ大会が、なかまハーモ
ニーホールで開かれました。中間市内の保育園、幼
稚園から子どもたちが集まり、腹話術や消防隊員の
寸劇をとおして、防火について学びました。途中、
なかっぱやご当地ヒーローのナッカマンも登場し、
子どもたちは大喜び。最後は、「絶対に火遊びはしま
せん」「お父さん、お母さん、先生の教えを守ります」
など、防火の誓いを大きな声で唱和しました。

絶対に火遊びはしません
12 月 10 日・第 24 回中間市幼年消防クラブ大会

フォトショット

まちのわだい

楽しいイベントや地域の話題などをお届けします

12�月４日から10日までの人権週間にあわせて、ショッ
パーズモールなかま周辺で街頭啓発が行われました。市
民一人ひとりに、人権問題に対する正しい理解と認識を
深めてもらうため行われたこの運動。中間福祉作業所ほ
のぼのの利用者が作った手作りの香袋とともに、人権作
品展示や人権問題講演会を案内するチラシが通行人に配
られました。あなたも、学校や職場でのいじめや差別など、
身近なことから人権について考えてみませんか。

育てよう 一人ひとりの 人権意識
12 月４日・人権週間街頭啓発

広報なかま１月 10 日号



21 Nakama City Public Relations

まちのわだい

中央公民館で、「地域の輪が長寿社会を幸せにする～お
友達の貯えはありますか～」というテーマで、市老連が
開催する健康講座が行われました。満員になった会場で
は、産業医科大学医学部生が、認知症の予防法や、近
所づきあいが脳卒中などの病気を予防することについて
話しました。さらに、フィリピンから帰ってきたばかり
の久保達彦医師から史上最大の台風被害の支援につい
ての話もあり、来場者は興味深げに聞き入っていました。

近所づきあいは大事だよ
12月３日・中間市老人クラブ連合会・全老連会長表彰受賞記念講演会

21

武蔵川親方が、九州場所を無事に終えたことを報告する
ため中間市役所を訪れました。武蔵川親方は先月の大相
撲九州場所に合わせて稽古場と宿舎を中間市に構えまし
た。九州場所の結果は、武蔵国が５勝２敗と勝ち越し。
武蔵川親方は、松下俊男市長にお世話になった感謝の意
を伝え、市長や増田俊明教育長などと中間市の地図を眺
めながら「ここが部屋のあった場所」など中間市で過ごし
た思い出の場所などについて和やかに話しました。

Nakama City Public Relations

白木トシ子さん（太賀一丁目）が、厚生労働大臣賞を受
賞したことを報告するため、中間市役所を訪れました。
白木さんは、以前は遺族会の婦人部長を務め、現在は
中間市遺族会の理事を務めています。今年の福岡県戦
没者追悼式では遺族代表として追悼の言葉を述べまし
た。松下俊男市長は、白木さんの話に耳を傾けながら、
「戦争のむごさや平和の大切さをもっと若い人たちにも
受け継いでいくことが必要」などと話しました。

厚生労働大臣賞を受賞
白木トシ子さんが厚生労働大臣賞を受賞

力を蓄え戻ってきます
11 月 26 日・武蔵川親方が松下俊男市長に表敬訪問

11月11日の介護の日にちなみ、おじいちゃんとおばあ
ちゃんの作品展が市役所ロビーで開催されました。趣
味やリハビリで作成された手芸や絵画、陶芸などさま
ざまな作品が展示されました。中には、今年の富士山
の世界遺産登録にちなんだ大作もいくつか見られまし
た。作品展を見る人たちは、ゆっくりと一つひとつの
作品に目を留め、作品について感想を言ったり写真を
撮ったりしていました。

今年はどんな作品があるかな
おじいちゃんとおばあちゃんの作品展
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が
家 のわ

すこやか
ちゃん
すこやか
ちゃん

22

絵本を一人で読めるようにな
ったゆめちゃん。よかったね！
いっぱい練習したもんね！

H20. ４.30 生
（大根土）

大
おおくま

隈 夢
ゆ め は

羽ちゃん

ねえね大好きそらちゃん。いっ
ぱい食べていっぱい遊んで、ね
えね達みたいに元気に育ってね！

H23. ５.20 生
（大根土）

大
おおくま

隈 奏
そ ら

愛ちゃん
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川
柳
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

●
日
時
・
場
所

○
毎
月
第
１
月
曜
日（
午
前
10
時
～
正

午
）・
弥
生
公
民
館

○
毎
月
第
１
金
曜
日（
午
後
１
時
～
３

時
）・
中
央
公
民
館

○
毎
月
第
１
日
曜
日（
午
後
零
時
30
分
～

３
時
）・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
毎
月
第
４
土
曜
日（
午
後
１
時
～
３

時
）・
新
手
公
民
館

●
対
象
者　
川
柳
に
興
味
が
あ
る
人

●
会

費

○
誌
友
費
…
年
４
、８
０
０
円（
機
関
誌

毎
月
発
行
１
年
分
）

○
句
会
費
…
月
100
～
200
円（
開
催
場
所
ご
と
）

●
問
合
先　
「
川
柳
く
ろ
が
ね
吟
社
」

吉
富
宅

　
（
２
４
４
）７
２
９
８

中間市公式キャラクター
「なかっぱ」

このページは、みなさんで作るコー
ナーだぬん。イラストやエッセイ、
お知らせなど待ってるぬん。「すこや
かちゃん」「文芸歳時記」も応募して
ほしいぬん。
●�応募・問合先　総務課広報広聴係
（809‐8501�中間一丁目１番１号）
　☎（246）6271

３年連続全国大会に出場し大活躍
　中間市在住の８人が所属する北筑高等学校吹奏楽部が、11月
24日に大阪城ホールで開催された全日本マーチングコンテストに
３年連続で出場し、全国から予選を勝ち上がった25校が出場す
る中、銀賞を手にしました。また、同部は12月15日にさいたま
スーパーアリーナで開催されたマーチングバンド全国大会にも出
場。「Pair」をテーマとした情熱的な演奏・演技で見事銀賞を受賞
しました。

前列左から田口綾乃さん、立坂鞠奈さん、湯浅ちひろさん、園田成海さん
後列左から伊藤飛鳥さん、岡山友里愛さん、丸山千尋さん、大塚愛華さん



23 ●Nakama City Public Relations

▶新年あけましておめでとうございます。年末年始の連休が終わり、ようや
くいつもの生活リズムが戻ってきたのではないでしょうか。今年もみなさん
にとって素敵な一年となりますことをお祈りいたします。（謙）
▶これを書いているのは師走下旬、まだ年賀状を購入すらしていません（汗）。年
賀状を頂くのは楽しみですが、出すのは一言添えるのがやっと。その一言がなか
なか決められない。筆不精の私ですが、今年もよろしくお願いいたします。（悠）

編集後記

23 Nakama City Public Relations

12月10日行われた、第24回中間市幼年消防クラブ大会で
の１コマ。背中に大きく「防火」と書かれた揃いのはっぴ
に身を包んだ幼児たちは、「絶対に火遊びはしません」など、
防火のちかいを大きな声で唱和しながら、まといを掲げ拍
子木を打ち鳴らしました。

今月の表紙

■撮影データ
　レンズ24 〜 105㎜　1/250秒　F4　ISO5000

旅
行
鞄
に
は
、
洋
服
を
一
枚
ず
つ
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
詰
め
れ
ば
き
れ
い
に
収
ま
る
。

知
っ
て
て
損
は
な
い

豆
知
識

見
た
目
に
は
土
と
も
庭
の
草
枯
る
る

　
　
　
土
手
ノ
内
二
丁
目	

小
　
田
　
敏
　
子

冬
枯
れ
て
海
は
夕
日
を
呑
み
込
め
る

　
　
　
太
賀
三
丁
目	

真
　
崎
　
捷
　
子

冬
晴
れ
や
声
張
り
上
げ
て
紙
芝
居

　
　
　
通
谷
一
丁
目	

石
　
松
　
梅
　
子

日
溜
り
の
岸
に
啄
む
番
鴨

　
　
　
扇
ヶ
浦
二
丁
目	

宮
　
﨑
　
サ
カ
エ

壁
際
の
動
き
の
鈍
き
枯
蟷
螂

　
　
　
上
底
井
野	

小
　
林
　
香
　
子

末
永 

あ
つ
し 

選

俳 

句

被
災
地
の
春
待
つ
谷
は
風
さ
む
い

　
　
　
弥
生
一
丁
目	

大
　
住
　
久
　
子

絵
手
紙
が
と
だ
え
元
気
か
問
う
て
み
る

　
　
　
通
谷
四
丁
目	
平
　
田
　
照
　
子

横
好
き
で
始
め
た
稽
古
や
め
ら
れ
ぬ

　
　
　
弥
生
二
丁
目	

永
　
石
　
ス
ミ
子

年
の
瀬
に
良
い
事
だ
け
を
糧
に
す
る

　
　
　
中
央
三
丁
目	

桑
　
原
　
康
　
博

一
心
に
写
経
の
母
の
背
が
満
ち
て

　
　
　
弥
生
一
丁
目	

古
　
谷
　
龍
太
郎

吉
富 

廣 

選

川 
柳

文芸歳時記 中
間
市
謡
曲
連
盟

謡
曲
・
仕
舞
・
狂
言
の「
春
の
会
」

　

観
世
流
、
喜
多
流
、
宝
生
流
、
大
蔵

流
の
各
流
合
同
の
発
表
会
を
開
催
し
ま

す
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
会

員
一
同
、
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日

時　
２
月
９
日
日
・
午
前
10

時
～
午
後
４
時

●
場

所　
池
田
公
民
館

●
問
合
先　
中
間
市
謡
曲
連
盟
理
事

長
・
勝
原
宅

　
☎（
２
４
５
）１
５
３
１

一
緒
に
伝
統
芸
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
伝
統
芸

道
場
な
か
ま
」
は
、「
門
司
港
バ
ナ
ナ

の
叩
き
売
り
」「
南
京
玉
す
だ
れ
」
の

伝
統
芸
を
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
福
祉
施

設
な
ど
で
披
露
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

び
、
発
足
し
て
10
年
を
迎
え
ま
し
た
の

で
、
10
周
年
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

●
日

時　
２
月
８
日
土
・
午
前
９
時

30
分
～
正
午

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
内

容　
「
門
司
港
バ
ナ
ナ
の
叩

き
売
り
」「
南
京
玉
す
だ
れ
」
の
実
演

と
体
験

※
友
情
出
演
と
し
て
、
パ
ン
ト
マ
イ
ム
、

マ
ジ
ッ
ク
、
コ
ー
ラ
ス
＆
オ
カ
リ
ナ
、

子
ど
も
の
踊
り
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

お
楽
し
み
抽
選
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
参
加
料　
無
料

※
参
加
者
に
は
お
み
や
げ（
ク
ッ
キ
ー

や
風
船
）を
準
備
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
先　
伝
統
芸
道
場
な
か
ま
末

次
宅

　
☎（
２
４
５
）７
８
４
０

平
尾
台
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

●
日

時　
３
月
16
日
日
・
午
前
９

時
40
分
～
午
後
１
時

●
場

所　

平
尾
台
自
然
の
郷（
小

倉
南
区
平
尾
台
一
丁
目
）と
そ
の
周
辺

●
対

象　
５
歳（
年
中
）以
上

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

●
申
込
締
切　
１
月
27
日
月

※
参
加
料
や
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
平
尾
台
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
実
行
委
員
会
事
務
局

　
☎（
９
５
１
）４
１
１
１

中
間
市
短
歌
会

短 

歌

老
い
二
人
住
み
た
る
家
に
息
子
来
て
力
仕
事
の
世
話
焼
き
く
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
賀
一
丁
目	

石
　
田
　
順
　
子

バ
ス
旅
に
て
限
界
の
村
通
り
ゆ
く
深
き
山
峡
に
虹
の
架
か
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
ヶ
岡	

金
　
子
　
純
　
子

夜
も
す
が
ら
ふ
る
さ
と
の
昔
懐
か
し
む
や
さ
し
き
長
姉
と
枕
な
ら
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
一
丁
目	

大
　
内
　
紘
　
子

こ
の
夏
の
孫
ら
伸
び
る
も
著
し
女
孫
二
人
に
見
下
ろ
さ
れ
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
四
丁
目	

吉
　
岡
　
比
呂
己

車
窓
よ
り
尾
花
の
郡
は
そ
よ
風
に
ゆ
れ
て
舞
う
が
に
我
等
を
招
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
賀
三
丁
目	

内
　
村
　
ア
ヤ
子
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中
間
市
歴
史
の
旅

新
知
故
温

其
の
二
十
二 

中
間
市
の
鉄
道
草
創
期

　

明
治
時
代
の
日
本
は
西
欧
の
技
術

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
国
の
発
展

に
力
を
注
い
で
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
も
鉄
道
は
産
業
の
発
展
に
特
に
欠

か
せ
な
い
も
の
で
、
明
治
政
府
は
早

い
段
階
か
ら
導
入
に
力
を
入
れ
て
い

ま
し
た
。

　

日
本
で
最
初
に
鉄
道
が
開
通
し

た
の
は
、
１
８
７
２
（
明
治
5
）年

の
新
橋
～
横
浜
間
で
、
九
州
で
は
、

１
８
８
９
（
明
治
22
）年
に
博
多
～
千

歳
川（
現
久
留
米
市
）間
で
初
め
て
開

業
し
ま
し
た
。

　

こ
の
九
州
最
初
の
鉄
道
開
業
と
同

年
の
１
８
８
９
（
明
治
22
）年
、
筑
豊

地
域
で
も
、
鉄
道
開
通
に
必
要
な
免

許
状
が
、
民
間
資
本
で
あ
る
「
筑
豊

興
業
鉄
道
会
社
」
に
下
付
さ
れ
、
鉄

道
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
全
国
的
に
も
比
較
的

早
い
時
期
に
筑
豊
で
鉄
道
敷
設
が
始

ま
っ
た
背
景
に
は
、
筑
豊
地
域
の
石

炭
輸
送
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

鉄
道
が
完
成
す
る
前
の
筑
豊
の
石

炭
輸
送
は
、
遠
賀
川
の
舟し

ゅ
う
う
ん運（
川
ひ
ら

た
）に
頼
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

国
の
産
業
が
飛
躍
的
に
発
展
す
る
と

同
時
に
、
動
力
源
で
あ
る
石
炭
の
需

要
は
日
に
日
に
高
ま
り
、
筑
豊
の
石

炭
採
掘
は
増
加
し
て
い
き
ま
す
。
そ

の
結
果
、
川
ひ
ら
た
の
数
も
増
加
し
、

遠
賀
川
の
舟
運
は
飽
和
状
態
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
石
炭
輸
送
問
題
を
解
消
す
る

た
め
に
始
ま
っ
た
鉄
道
敷
設
工
事
は
、

１
８
８
９
（
明
治
22
）年
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
が
、
こ
の
工
事
中
で
最
も
難

工
事
だ
っ
た
場
所
が
中
間
市
に
あ
る

遠
賀
川
橋
梁り

ょ
う

で
し
た
。
遠
賀
川
橋
梁

は
、
資
材
到
着
の
遅
延
や
コ
レ
ラ
流

行
に
よ
る
工
夫
の
不
足
、
大
洪
水
に

よ
る
資
材
の
流
失
な
ど
に
よ
り
、度
々

工
事
が
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
の
で

す
。
１
８
９
１
（
明
治
24
）年
8
月
20

日
に
よ
う
や
く
遠
賀
川
橋
梁
が
完
成

す
る
と
、
そ
の
完
成
を
待
っ
て
い
た

か
の
よ
う
に
、
10
日
後
に
筑
豊
興
業

鉄
道
の
営
業
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
か

ら
も
難
工
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　
こ
う
し
て
筑
豊
興
業
鉄
道（
後
の
筑

豊
本
線
）は
営
業
を
開
始
し
ま
す
。
当

初
の
計
画
は
、
石
炭
の
積
出
港
で
あ

る
若
松
駅
、
九
州
鉄
道
と
の
接
続
駅

で
あ
る
折
尾
駅
、
そ
し
て
終
点
の
直

方
駅
の
３
駅
で
営
業
を
開
始
す
る
予

定
で
、
中
間
駅
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
開
通
直
前
に
な

っ
て
中
間
駅
が
急
遽
増
設
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
営
業
開
始
当
初
の
筑
豊

興
業
鉄
道
は
、
若
松
、
折
尾
、
中
間
、

直
方
の
４
駅
間
を
蒸
気
機
関
車
が
運

行
し
ま
し
た
。

　

開
通
当
時
は
石
炭
輸
送
が
主
で
、

客
車
の
運
行
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

た
め
か
、
中
間
駅
が
で
き
た
こ
と
で

大
き
く
町
の
風
景
は
変
わ
ら
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。
当
時
の
中
間
駅
周
辺

の
記
録
に
よ
る
と
、
中
間
駅
周
辺
の

風
景
は
４
軒
ほ
ど
の
農
家
が
あ
る
だ

け
で
、
見
渡
す
限
り
水
田
が
広
が
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
中
間

駅
周
辺
が
本
格
的
に
発
展
す
る
の
は

中
鶴
炭
鉱
の
引
き
込
み
線
や
、
香
月

線
の
基
点
と
な
っ
た
明
治
40
年
代
で
、

中
間
市
の
発
展
は
石
炭
や
鉄
道
の
発

展
と
共
に
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

さ
て
、
筑
豊
興
行
鉄
道
は
開
業

後
も
順
調
に
経
営
規
模
を
拡
大
し

て
い
き
ま
す
。
１
８
９
２
（
明
治
25
）

年
に
は
直
方
～
小
竹
間
が
開
通
、
翌

１
８
９
３
（
明
治
26
）年
に
は
飯
塚
ま

で
路
線
が
延
長
し
ま
す
。
ま
た
、
同

年
に
は
折
尾
駅
で
の
九
州
鉄
道
と
の

接
続
線
も
開
通
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て

筑
豊
の
石
炭
は
門
司
港
に
直
接
運
搬

で
き
る
よ
う
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
順
風
満
帆
ぶ
り
を
象
徴
す
る

出
来
事
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
鹿
児

島
本
線
の
路
線
で
さ
え
単
線
で
あ
っ

た
１
８
９
３
（
明
治
26
）年
に
、
筑
豊

興
行
鉄
道
の
底
井
野
～
筑
前
植
木
間

が
九
州
で
初
め
て
複
線
化（
線
路
が
２

本
以
上
に
な
る
こ
と
）さ
れ
た
の
で
す
。

福
岡
市
や
北
九
州
市
な
ど
の
都
市
圏

で
複
線
化
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
中
間

市
域
で
複
線
化
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、

筑
豊
の
石
炭
輸
送
が
い
か
に
盛
況
で

あ
っ
た
か
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
筑
豊
興
行
鉄
道
株
式
会

社
は
１
８
９
７
（
明
治
30
）年
に
九
州

鉄
道
株
式
会
社
と
合
併
、
そ
の
九
州

鉄
道
株
式
会
社
も
１
９
０
７
（
明
治

40
）年
に
「
鉄
道
国
有
法
」
に
基
づ
き

国
有
鉄
道
と
な
っ
た
た
め
、
歴
史
の

表
舞
台
か
ら
両
社
と
も
姿
を
消
す
こ

と
と
な
り
ま
す
。
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広
報

な
か

ま
平

成
26

年
１

月
10

日
号

No.954

■
今

回
の「

広
報

な
か

ま
」に

か
か

っ
た

経
費

は
１

部
約

33円
で

す
。

■ 「
広

報
な

か
ま

」の
配

布
は

発
行

日
か

ら
開

始
し

ま
す

。
み

な
さ

ん
の

お
手

元
に

３
日

以
内

で
お

届
け

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

中間停車場（大正時代）
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